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研究開発テーマ
サービス＆
マーケティング

背 景 と 目 的

開発前の問題点 開発してよくなった点

開 発 し た も の

運転整理内容とお客さま影響との関連性定量化に関する研究開発

輸送障害によるお客さまへの影響を定量的に評価する指標として「SCORE」が開発・導入・活用されている。一方で、SCOREは輸送障害による影響をマクロに評価する指
標であるため、個々の運転整理とお客さま影響の関連性が不明確であり、指令員の技術維持向上の課題となっている。
本件名では、この関連性を明確にすることを目標に、「“運転整理の内容が、どの程度輸送影響最小化に貢献できたか”を定量的に表現できる評価指標」を検討し、お客さ
ま影響度をどの程度表現できるか、妥当性・有効性の評価を行った。

個々の運転整理とお客さま
影響の関連性が把握しずらい。

個々の運転整理を定量評価指
標（運転率・列車間隔・ちらばり
等）で評価できる。

SCORE値 3.99
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列車間隔の標準偏差（秒）

計画列車間隔標準偏差（秒） 実績列車間隔標準偏差（秒）

横浜線との順序

支障発生時刻 運転再開時刻 平復時刻

評価 運転整理を行う指令員の主な意見

・データによる考察ができ訓練等においても活用できるツールと感じた。

・特に指令初級者においては、運転整理の気付きや技術向上につながることが期待できる。

今後
検証事象を増やしブラッシュアップしていく予定

列車の粗密
を把握

特異値

特異値運休の影響が
不明確

定量評価指標とシミュレータ

列車間隔の指標から列車の粗密を把握

→線区外列車の割り込みに気付き

レーダーチャート表示
(指標をレーダーチャートにて可視化)

時系列グラフ表示
（時刻に応じた指標を可視化）

現時刻線
（ダイヤ図と時系列グラフ
の現時刻線が連動）

ダイヤ図表示
(計画ダイヤ・実施ダイヤ・訓練ダイヤを

上下線別に表示可能)

定量評価指標
(運転率・列車間隔・ちらばり・機外停車数・平復時間にて指標化)

特異値 特異値


